
1

平成１６年３月期

決算見通しについて

平成１６年３月８日
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年年 度度 見見 通通 しし (単位：億円)

2003年度見通し 差異2002年度

実績

12,047

810

354

△194

17

前回

①

今回今回

②② ②-①

売上高

営業利益

経常利益

特別損益

当期利益

12,000

920

430

△90

200

12,20012,200

960960

460460

△△130130

200200

200

40

30

△40

0
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鋼材事業の環境鋼材事業の環境
2002年度 2003年度

上期 下期 上期 下期下期

5,543

553

360

311

47,200

24.3

5,463

512

334

286

43,100

24.8 

全国粗鋼（万ﾄﾝ）

全国在庫水準（万ﾄﾝ）

当社粗鋼生産（万ﾄﾝ）

当社鋼材販売量（万ﾄﾝ）

当社鋼材販売単価(円/ﾄﾝ）

鋼材輸出比率(金額ﾍﾞｰｽ　％)

5,516

521

349

306

45,000

23.3

5,5495,549

(1月末)541541

369369

318318

47,20047,200

24.324.3
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セグメントの概況①セグメントの概況① 【鉄鋼】【鉄鋼】
(単位：億円)

2003年度見通し 差異2002年度

実績

5,234

487

前回

①

今回今回

②② ②-①

売上高

営業利益

5,350

600

5,4505,450

600600

100

0

・原材料のｺｽﾄｱｯﾌﾟと、販売価格の(実質)上昇が相殺。

・ＩＰＰ１号機は順調に稼動中。　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　
２号機は、計画通り本年４月１日より営業運転開始。
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セグメントの概況②セグメントの概況② 【アルミ･銅】【アルミ･銅】

2003年度見通し 差異2002年度

実績

2,480

124

前回

①

今回今回

②② ②-①

売上高

営業利益

2,450

140

2,4502,450

145145

0

5

(単位：億円)

・アルミ）缶材(ﾎﾞﾄﾙ缶)、自動車材、半導体･液晶製造装置用厚板等　
　　　 全般的に堅調。

・銅）電子材料向け板条、銅管も前年比増加。
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セグメントの概況③セグメントの概況③ 【機械】【機械】
(単位：億円)

2003年度見通し 差異2002年度

実績

2,162

42

前回

①

今回今回

②② ②-①

売上高

営業利益

1,900

20

1,9001,900

2020

0

0

・ハード）圧縮機、ゴム･タイヤ機械受注好調。

・ソフト）環境ビジネスは、公共投資削減による厳しい状況が継続。　
　　　　　ＰＣＢ処理等の新規事業強化。
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セグメントの概況④セグメントの概況④ 【建設機械】【建設機械】
(単位：億円)

2003年度見通し 差異2002年度

実績

1,573

40

前回

①

今回今回

②② ②-①

売上高

営業利益

1,800

74

1,9001,900

8585

100

11

・海外は全地域で需要増。国内も需要底打ちから好転へ。

・中国での第二工場(ショベル)建設決定。(浙江省杭州市)
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特別損益内訳特別損益内訳

前回 今回今回

7070

9090

3030

△△130130

△△170170

△△2020

△△130130

退職給付過去勤務債務償却

投資有価証券売却益

退職給付信託設定益

退職給付会計変更時差異

事業整理損失

固定資産売却損 等

70

55

-

△130

△65

△20

0

35

30

0

△105

0

合　　計 △90

差異

△40

(単位：億円)
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キャッシュフローキャッシュフロー
(単位：億円)

2003年度見通し2002年度

実績

964

490

1,454

(△27)

　
前回 今回今回

営業キャッシュフロー

投資キャッシュフロー

フリーキャッシュフロー

（ＩＰＰ発電)

780

△180

600

(△670)

800800

△△130130

　　670670

((△△67670)0)
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外部負債残高外部負債残高
(単位：億円)

11,954

8,000

8,958

10,819

12,918 704

705
1,349

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

’0
0/
3

’0
1/
3

’0
2/
3

’0
3/
3

’0
4/
3見

込

外部負債残高 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾅﾝｽ
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株主資本の状況株主資本の状況((単独単独))
(単位：億円)

0303年度年度02年度末
実績 上期末

実績
年度末年度末
見通し見通し

資本の部合計 3,133 3,299 3,3523,352

2,182

679

336

資本金

102

2,1822,1822,182

1,406

利益剰余金 △444 376376

その他 △11 115115

資本剰余金 679679
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ご　参　考
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2003年度見通し 差異2002年度

実績

5,234

2,480

2,162

1,573

425

563

△393

12,047

前回

①

今回今回

②② ②-①

鉄鋼関連事業

アルミ・銅関連事業

機械関連事業

建設機械関連事業

不動産関連事業

その他の事業

消去

5,350

2,450

1,900

1,800

450

450

△400

12,000

5,4505,450

2,4502,450

1,9001,900

1,9001,900

450450

450450

△△400400

100

0

0

100

0

0

0

合　　計 12,20012,200 200

　　　　　前回 　今回　差異
内ＩＰＰ　300　 300　　　0

ｾｸﾞﾒﾝﾄ別売上高ｾｸﾞﾒﾝﾄ別売上高 (単位：億円)



14

2003年度見通し 差異2002年度

実績

487

124

42

40

43

57

15

810

前回

①

今回今回

②② ②-①

鉄鋼関連事業

アルミ・銅関連事業

機械関連事業

建設機械関連事業

不動産関連事業

その他の事業

消去

600

140

20

74

25

65

△4

920

600600

145145

2020

8585

3030

7575

55

0

5

0

11

5

10

9

合　　計 960960 40

ｾｸﾞﾒﾝﾄ別営業利益ｾｸﾞﾒﾝﾄ別営業利益 (単位：億円)

　　　　　前回　今回　差異
内ＩＰＰ　80　　 80　　 0
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経常利益差異分析①経常利益差異分析① (単位：億円)

2003年度見通し 差異2002年度

実績

354

前回

①

今回今回

②② ②-①

経常利益 430 460460 30 

合計　　　　　　△５０合計　　　　　　 ＋８０

原料価格　 　 △40

その他　　　 　　△10 

生産出荷　　　　　 ＋60

　　　(鉄鋼+50、その他+10)

連結子会社・持分法 ＋20　

減益要因増益要因　　
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経常利益差異分析②経常利益差異分析② (単位：億円)

2003年度見通し 差異

年度

460

上期

①

下期下期

②② ②-①

経常利益 175 290290 115

合計　　　　　　△８０合計　　　　　＋１９５

原料価格　　　　　△60

緊急施策解除　　　△20     

生産出荷　　　　　＋80

　 (鉄鋼+70、その他+10)

総コスト削減　　　＋20　
設備保全費用 　 　＋20     

連結子会社・持分法＋40  

その他　　　　　　＋35         

減益要因増益要因　　
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経常利益差異分析③経常利益差異分析③ (単位：億円)

2003年度見通し 差異2002年度

実績

①

354

前回 今回今回

②② ②-①

経常利益 430 460460 106 

合計　　　　 △３４４合計　　　　　　＋４５０

原料価格　　　　　△140     

設備保全費用　　　 △60 

緊急施策解除　　　 △20 

その他　　 　　 △124

生産出荷　　　　　＋220

　　 (鉄鋼+290、その他△70)

総コスト削減　　　＋150

　　（変動費+90、固定費+60)

連結子会社・持分法 ＋80  

減益要因増益要因　　
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設備投資の状況設備投資の状況
(単位：億円)

2003年度見通し2002年度

実績

439

850

　
前回 今回今回

設備投資(計上額)

減価償却費

930

770

930930

770770



19

株主資本の状況（連結）株主資本の状況（連結）
(単位：億円)

0303年度年度02年度末
実績 上期末

実績
年度末年度末
見通し見通し

資本の部合計 2,931 3,135 3,235 3,235 

2,182

680

208

資本金

65

2,1822,1822,182

1,406

利益剰余金 △617 295295

その他 △40 7878

資本剰余金 680680



20

将来見通しに関する注意事項
• 本日のプレゼンテーションの中には、弊社の予想、確信、期待、意向および戦
略など、将来の予測に関する内容が含まれています。これらは、弊社が現在
入手可能な情報による判断および仮定に基づいており、判断や仮定に内在す
る不確定性および今後の事業運営や内外の状況変化による変動可能性など
様々な要因によって、実際に生じる結果が予測内容とは実質的に異なってしま
う可能性があります。弊社は、将来予測に関するいかなる内容についても、改
訂する義務を負うものではありません。

• 上記の不確実性および変動の要因としては、以下に挙げる内容を含んでいま
す。また、要因はこれらに限定されるわけではありません。

– 主要市場における経済情勢および需要・市況の変動

– 主要市場における政治情勢や貿易規制等各種規制

– 為替相場の変動

– 原材料のアベイラビリティや市況

– 競争企業の製品・サービス、価格政策、アライアンス、M&Aなどの事業展開

– 弊社の提携関係に関する提携パートナーの戦略変化


	将来見通しに関する注意事項

